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（２）道路・交通の基本方針
「道路交通体系」、「公共交通体系」、「交通安全」、「歩きたくなるまち」について基本方針を定

めます。
１）道路交通体系
〇道路は、広域の都市間を結ぶものから身近な徒歩圏内の道路まで、圏域に対応した役割を担
っており、その段階構成に応じて、市内の道路を「主要幹線道路」、「幹線道路」、「補助幹線
道路」、「生活道路」の つに区分し、階層型ネットワークの形成を推進

〇道路は、人やものが通る交通機能の他、まちの骨格をつくる市街地形成機能、災害時の緊急
輸送道路や延焼遮断帯としての防災機能、また、街路樹や歩道デザインによる景観機能など
多様な機能を有している。広域計画である「長野都市圏総合都市交通計画」との整合を図り
つつ、それぞれの道路の担うべき機能や役割を総合的に勘案し、体系的な整備を推進

〇財源の長期的な見通しから、限られた予算の中で必要な道路をすべて整備していくことは困
難であることから、主要な幹線道路の整備を優先し、生活道路については安全対策を重視し、
既存の道路を長期的に活用していくための維持管理を推進

〇都市計画決定されている事業未着手道路については、事業化の再検討や計画そのものの見直
しを推進

道路区分に基づき、以下の整備を図ります。
＜主要幹線道路＞
〇国道 号、国道 号、主要地方道豊野南志賀公園線、主要地方道長野須坂インタ
ー線、主要地方道須坂中野線、千曲大橋（構想）を本市と周辺都市を結ぶ主要幹線道路と
位置づけ、整備を推進

＜幹線道路＞
〇主要幹線道路を補完し、市内の各地域及び隣接市町村間を結ぶ道路を幹線道路と位置づけ、
都市計画道路を主体に効率的な整備を推進

＜補助幹線道路＞
〇その他、上記を補完する道路に補助幹線道路を位置づけ、街区形成機能を担う道路として
必要な整備を推進

＜生活道路＞
〇交通事故の防止等、安全面への配慮、緊急車両の進入が困難な狭あい道路の解消や、日
照・通風の確保等、防災面、生活環境の向上を図るため、歩道整備や幅員確保等の生活道
路の整備を推進
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施策 13  文化・芸術・交流活動の推進と継承

施策の目指す姿
●地域の歴史・文化や芸術を市民が学び、親しみ、活躍するまちを目指します。

【成果指標】

指標の種類 指標名 現状値（年度） 目標値
（2025 年）

市民意識指標 「生涯学習・文化芸術・歴史を大切にしたまち
づくりの推進」の満足度（%） 33.9（2019） 50.0

市民取組指標 「生涯学習・文化芸術に親しみ、地域のみなさんと
一緒に活動に取り組んでいる」人の割合（%） 18.4（2019） 30.0

市民取組指標 「地域の伝統行事に参加するなど、文化の継承
に取り組んでいる」人の割合（%） 20.6（2019） 30.0

 
◆現状と課題

 ☞ 市域のあらゆるところで文化財に触れ、それらを通じて地域の文化を学ぶことのでき
る仕組み（=まるごと博物館）の実現に向け、その核となる機能分散型総合博物館を
他施設と連携させ構築していく必要があります。
 ☞ 歴史的建造物の減少が進んでいるため、都市計画と連携しながら保存・活用を進め、重
要伝統的建造物群保存地区の選定に向けた取組みを市民とともに進める必要があります。

◆施策の取組方針
 ☞ 文化芸術振興ビジョンを融合させながら、機能分散型総合博物館、他の文化施設、観
光施設などとの機能連携を図り、まるごと博物館構想を推進します。

◆主な取組内容
  文化スポーツ課

取組項目 具体的な内容

全市をフィールドとした取
組みの展開

を人が化文、て育を化文るな更りよにとこぶ学を源資的化文、的史歴 ◇
育てるという循環により、まちとしての価値を高める「まるごと博物
館構想」を推進

市「、えらとてしと核の」りくづちま「」りくづとひ「を興振術芸化文 ◇
民力・産業力の創造」をめざす「文化芸術振興ビジョン」の推進

 7基本
施策

文化・芸術・スポーツ活動に熱心な
まちづくり
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施策 22  道路整備や治水対策の推進

施 策 の 目 指 す 姿	
●長期的視点に立った橋や道路、治水施設などの整備や老朽化対策を行い、生活インフラの

安全性が確保されたまちを目指します。

【成果指標】

指標の種類 指標名 現状値（年度） 目標値
（2025年）

市民意識指標 「橋や道路整備の推進」の満足度（%） 26.6（2019） 30.0

�

◆現状と課題
☞☞ 人口が減少し、交通量も減っていく傾向にあるが、移動時間の短縮による経済波及効

果や交通安全対策のため必要な道路整備を行う必要があります。
☞☞ 橋梁及び舗装はライフサイクルコストを考慮し、長寿命化を推進していく必要があり

ます。
☞☞ 近年の異常気象により令和元年東日本台風のような豪雨が今後も発生する恐れがある

ことから、河川をはじめ排水路や側溝の整備を推進するとともに、老朽化した排水機
場の更新と能力向上を図る必要があります。

◆施策の取組方針
☞☞ 須坂長野東インターチェンジ周辺開発に必要な道路の整備を確実に遂行するとともに、

都市計画道路をはじめ生活道路や、交差点改良、歩道整備、橋梁及び舗装長寿命化につ
いて、優先順位をつけて計画的に事業を推進します。

☞☞ 治水対策では、緊急性の高い排水路や側溝の改良、河川の浚渫等を進め、老朽化してい
る排水機場の更新を実施します。

◆主な取組内容� 道路河川課 / まちづくり課

取組項目 具体的な内容

橋梁長寿命化修繕計画に沿っ
た整備

◇�橋梁長寿命化修繕計画に基づく定期点検の実施
◇�ライフサイクルコストを考慮した計画的かつ適切な修繕による橋梁
長寿命化の推進

幹線・生活道路網の整備及び
修繕

◇須坂長野東インターチェンジ周辺開発に必要な道路の整備促進
◇都市計画道路八町線の道路整備
◇狭あい生活道路の整備
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取組項目 具体的な内容

幹線・生活道路網の整備及び
修繕

◇舗装長寿命化修繕計画に基づく幹線道路の舗装修繕の推進
◇事業未着手の都市計画道路の廃止を含めた再検討及び計画の見直し

快適な歩道空間の整備 ◇道路改良に併せた歩道整備の推進

交差点改良の推進 ◇交通渋滞の解消や交通安全の向上のため右折車線設置等の改良

治水対策事業の推進

◇河川、排水路や側溝などの整備
◇河川の浚渫の推進

機水排島之相たし化朽老、え備に雨豪なうよの風台本日東年元和令 ◇
場及び福島北排水機場の能力増強を含めた更新と適切な維持管理

旧屋代線跡地の整備
◇長野電鉄屋代線跡地活用基本構想に沿った具体的な活用案の検討

・小縮たせわ合に化変の等ズーニの民住元地び及況状政財、勢情会社 ◇
廃止の検討

【プロセス指標】

指標名 現状値（年度） 目標値
（2025 年）

道路改良率（%） 52.3（2019） 53.0

修繕橋梁累計数 10（2019） 20

道路施設における歩行空間の整備（工事実施済の合計距離）（m） 85,060（2019） 95,000

◆共創のまちづくりに向けた各主体の役割

主　体 期待される役割

市　民 道路・河川等に関する整備や修繕について提案します

企　業 インフラ整備・維持管理に協力します

活動団体 活動を通して、道路・河川等の維持管理に協力します


